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研究成果の概要（和文）： 

メタボリックシンドローム患者が、携帯電話メールによる ecological momentary assessment
（EMA）システムを毎日利用する効果を体重、HbA1c、血圧について検証した。いずれも 3ヵ月
目では有意な改善を認めたが、6 ヵ月目では効果が認められなくなった。携帯電話 EMA は短期
間での有効性は認められるものの、長期に行動変容を維持するのは困難であると考えられた。 
 
 
研究成果の概要（英文）： 

We have investigated an effect of ecological momentary assessment system with 
cellular phone e-mails to patients with metabolic syndrome on their body weight, 
HbA1c and blood pressure.  A significant improvement of these parameters was 
observed at three months but disappeared at six months.  EMA used with a cellular 
phone is effective on behavior modification for short period but seems to be difficult to 
maintain the modification for a long time. 
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１．研究開始当初の背景 
メタボリックシンドロームは、内臓脂肪型

肥満に高血糖・高血圧・脂質異常のうちの 2
つ以上が合併した状態であり、それらのリス

クファクターの重積によって相乗的に動脈
硬化性疾患（脳卒中や虚血性心疾患など）の
発症率が高まることが知られており、大きな
医学的課題の 1 つになっている。 
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メタボリックシンドロームは、現代社会に
おける生活習慣のみだれによって引き起こ
されることがほとんどで、具体的には慢性的
な過食・過飲と運動不足の 2 つが大きな誘因
となっている。したがって、根本的な原因で
あるこれらの継続的な生活習慣の改善が
種々の優れた薬物療法にも増して重要であ
る。 
生活習慣改善には、医療従事者による生活

指導がある程度は有効であるが、同時に患者
がそれを十分に自覚・認識し、生活習慣改善
に自ら積極的に取り組もうとする行動変容
が必須である。また、行動変容を起こし持続
させるには、患者自身が現状を認識しつつ興
味を持って継続的に取り組める方法が必要
である。 
Ecological momentary assessment（EMA）

とは、その時の痛みや疲労度といった主観的
情報や、運動、喫煙などの行動情報、あるい
は血圧や血糖などの人体の生理的指標を、連
続的に収集し記録する手法である。最近、携
帯電話電子メールを用いた EMAシステムが開
発され、生活習慣改善のための行動変容とそ
の維持に繋がることが期待され、注目されて
いる。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、メタボリックシンドロー

ム患者が、携帯電話メールによる ecological 
momentary assessment（EMA）システムを毎
日利用することによって、自己の現状を能動
的に把握し、生活習慣改善に持続的に取り組
むことで、体重・血圧・血糖・血清脂質が改
善されることを証明することである。 

 
３．研究の方法 
携帯電話 EMAシステムは株式会社テックス

HT（岡山）の MICS 医療を使用した。メタボ
リックシンドローム外来患者約 20名から書
面で同意を得た。各患者での研究期間は 1 年
間とし、6ヵ月間は、EMAシステムから患者
の携帯電話に生活習慣等に関する質問項目
（体重、歩数、血圧など）を EMAシステムか
ら自動的に電子メールを定期的に送り、患者
からはそれに入力し返信してもらった。残り
6 ヵ月間には、これらのメールを送らなかっ
た。観察期間を先にするか、介入期間を先に
するかについては、無作為割付を行った。ま
た、コントロール期間を含めた 1年間の研究
期間中には原則として治療薬は変更しない
こととした。診察時の体重、血圧、HbA1c、
血清脂質などの研究期間前後での変動をエ
ンドポイントとして、観察期間と介入期間で
の差を統計学的に検討した。なお、本研究は
岐阜大学大学院医学系研究科倫理審査委員
会の承認を得た。 
 

４．研究成果 
肥満 2型糖尿病患者 6名を対象とした検討

では、HbA1c は、開始時 7.6±2.4％から、3
ヵ月後 6.3±0.6％（P=0.031）、6 ヵ月後 6.5
±0.6％（P=0.22）となった。BMI は、開始時
33.4±7.2 kg/m2 から、3 ヵ月後 32.3±6.6 
kg/m2（P=0.031）、6ヵ月後 32.5±6.6 kg/m2

（P=0.25）となり、HbA1c・BMIとも 3ヶ月後
のデータでは改善が認められた。一方、コン
トロール期間には変動が認められず、両群の
差を見ても 3 ヵ月後のみ HbA1c、BMI とも有
意な低下を示していた。 
同様に収縮期血圧も介入期間では 3ヵ月後

には有意の低下が認められたが、6 ヵ月後に
はこの改善が消失していた。一方、コントロ
ール群では 3 ヵ月後、6 ヵ月後も有意な変動
は認められなかった。 
以上のことから、携帯電話 EMAシステムを

用いたメタボリックシンドロームの改善は 3
ヵ月までは有効であるが、それ以後の行動変
容持続およびメタボリックシンドロームの
改善にはこのシステム単独では不十分で、他
の手段を併用する、もしくは他の手段と切り
替えるなど、飽きがこないようにして行動変
容を維持できる工夫が重要であることが示
唆された。 
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